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病院医学雑誌と図書館員

Ｉ。はじめに

医学関係雑誌の発行数は年々増加している。

医中誌Ｗｅｂを検索してみると、機関発行の雑

誌もかなり多く見られる。当院の「京都市立病

院紀要」もその内の－誌として収録されている

が、2003年で23巻をかぞえる。

私はその紀要の創刊号より編集委員の一員と

して医学雑誌の術集にたずさわっており、図書

館員として雑誌を作る過程で、図番室の日常業

務がどんなところでいかされるか、「紀要」の

紹介とともにこれまでの編集の変遷の中で考え

てみたい。

Ⅱ、病院発行雑誌の種類

病院が発行する雑誌には、さまざまな出版形

態があるが、単発的な調査研究報告類は別とし

て、どんな種類があるか、当院図脊室で受け入

れている交換雑誌を分類してみた（図ｌ）。内

容として病院医学雑誌と紀要は総説・研究・症

例報告など論文集を主に収録している。いわゆ

る年報といわれるものの多くは、病院事業に関

わる診療概要や患者統計、職員の業紙を収録し

ているが、論文集までひろく救せた年報も見ら

れる。また、院内でのnews、essayなど職員間

のコミュニケーションを深めるための院内報、

ホームページからFull-textを提供している医

学雑誌'１もあり、ホームページも病院広報誌の

役割を担っている。

そこで病院で発行する雑誌に図書館員がどの

程度関わっているか、過去５年の近畿病院図書

しげとみひきよ：京祁市立病院1,411ド案
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室年次統計調査報告書の「情報発信への協力」

項目より見てみた（図２）。病院図書室のほぼ

四分の一が、編集にかかわっている。

業績集管理も編集支援の一つであるが、図書

室がどんな種類の雑誌を発行しているか、どん

な編集支援を行っているかは、もっと内容的な

調査が必要となる。

近畿病院図婁室協議会会員情報発信への協力

一年次統計調査より一

年次回答数出版翰蜜鍵麦擬学術築裁管理

平虞7年度８８２４２７％２６％

平虞９年度９５２６２７％３８％
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平蔑11年度８８２４２７％’２９％
平成13年度７１２１１３０％’１９％

猛平成6年度詣では，「図惑室通信』「目録｣など嗣認蜜
を中心とした広報誌の集計
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Ⅲ｡「京都市立病院紀要」編纂の歴史

1980年に発行された創刊号は、医師を中心と

した学術論文集で始まった。巻頭言に「より充

実した医療が展開されるように、生涯研修の自

己研錨の場として、医師のみならず医療従事者

の発表の場として門戸を開くようにしたい」と

あるように、次第に看護科、．・メディカル部

門も参加するようになった｡研究業績集も当初、

事業概要に載せられていたが、学術活動の集大

成として紀要に減せることとなる。

１０周年には総索引（Author＆Subject）を収

城する。そしてＣＰＣ記録やその他院内の研修

活動はできるだけ戦せていくような方向にな

り、年一度の清謹研修発表会（学会形式）も内

部的な発表にとどまらず、広くその研究を伝え

る場として「紀要」に戦せることになる。２３巻

より１号は院内の研究会を広く集録するもの、

２号は従来通りの研究論文集と業績目録を掲載

することになった。

２１巻からはCD-ROM版も作成した。また、

印刷形態が活版印刷から電算写植、そして

DTP（DeskTopPublishing）に変化したこと

は、投稿される原稿が手書きから電子媒体に変

化したこととリンクして、編集上の合理化をも

たらした。

1V･編集の流れと図書室の役割と実務のポイント

紀要の制作には、１０名の編集委員が編集にあ

たる。図３の○印の大きさは、役割の大きさを

示すもので、図書室は他の編集者、執筆者、印

刷業者との連絡調整という事務的性格が強い。

編集の流れをスムーズに動かす役割を担ってい

る。また、その役割を果たすために編集の方針

や投稲規程が整っていることが大切である。

当院では、「綿集方針：F|程や論文の採択基準

等｣、「投稲規程：投稲する基準｣、「執筆要領：

投稿規程の詳細、執雛のための基準」（図４）、

｢印刷仕様：製版のための基準」を作成し、紀

要作成に関わる者の手引としている。これらを

基準に図脊室では、原稿の募集から編集支援、
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執証者翻者両響凝印刷圏

1.原稿募集･執筆依頼●●●

(研究業綴収集）■ ■

2画査読･英文抄録校閲 ■■

3.印刷発注･製版 ■■

4.校正 ■■■■

5.本印刷 ■

6.発行･発送 ■
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本の配送までしている。その中で気の付いた実

務のポイントを次にあげる。①原稲の構成上の

統一：原稿の枚数、並べ方／標題一要旨・

Keyword-本文一参考文献一英文要旨②論

文の内容構成の標準化３１：原著（症例)／緒

言一目的方法一結果一考察一結語（はじめに一

症例一考察一結語）③執筆上のきまり：所属

の和英書き方と位俄の統一、Ｋｅｙword、英文

標題の書式､専門用語の略名のフルネーム付記、

参考文献の書式、図表の説明文の位置などを明

記しておくなど一定の規格化３を図る。内容は

査読者に回るが、その前に受理した段階で図書

館員がチェックするように心がけている。参考

文献の書き方については、日常文献検索や相互

貸借業務において書誌事項に触れているので記

載漏れや書式には気が付きやすい。そんな時は

執垂嬰痴（謹細）

ｎ次
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する．こころの科学71:pp25-26,1997
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3）鎌田ケイ子：高齢者を抱える家族の

再度検索をして確認をしている（図５)。

著作権や倫理上の問題は､執筆者の責任の下、

論文の重複掲載の確認など注意しなければなら

ないが、医学の研究論文は、その表現、図の表

出のしかたなど4)課題は多い。編集委員会で十

分注意を払わなければならない。

ＤＩ亘咳*ｐ計ＰＬ■ロ･

目次から本文へ和文目次から英文目次へ

鱈篇妻 一一

暁紀要 一軍一一凸互■■令■■

｜型一一盛り凶’
』

－４３－

本文:鎌田は｢①社会交流から断絶した空
間でなされているため孤独感・孤立感である‘

そして②犠牲感である」３）

インターネットからの引用：
ＷＨＯ:Alert,ＶｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎａｎｄｐｕｂｌｉｃｈｅａＩｔｈ

ｍａｎａｇｅｍｅｎｔｏｆＳＡＲＳｉｎｔｈｅｐｏｓｔ－ｏｕｔｂｒeak

period[intemet]､http://www,who.int/csr／
sars/ｐｏｓｔｏｕｔ/‐ｂｒｅａｋ/ｅｎ／［ａｃｃｅｓｓｅｄ

参考文献：３)高齢者を介護
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参考文献

1）那覇市立病院．那覇市立病院医学雑誌．

［引用2004-08-17]・

http://www.､ch､naha,Okinawa.』p/ｍｅ、‐

ｂｅr/index､htm

Ｖ，業績の管理と編集、その他新しい企画

業絞集を収載している医学雑誌や年報の編集

は、図沓:室が業綴管理している場合、図書館員

の編集業務の役割は大きい。当院では院内メー

ルを利用して収集している。

全部門からの業績を収集するため、その様式

および入力方法を規格化し、統一した記載にな

るように心がけている。

昨年より院内の研修記録も収載するように

なった。記録様式を作成しているもののそれに

入力するまでには浸透していない。

２１巻よりCD-ROM版を作成しているが、そ

の目的は保存と院内Ｗｅｂでの閲覧である（図

６）。将来において、電子Journalへの第一歩

になればと考えている。

国立国会図蒋館では、冊子体とは別に収集さ

れる方向にある３。
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目次から本文へ和文目次から英文目次へ
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こころ．こころの科学71:21-26,1997 Ⅵ．おわりに

図書館員が作る側に立ち、創刊への企画から

発行（続刊）まで行う編集支援は、図書（と雑

誌）の受入から配架（製本）までの整理業務か

ら情報提供にいたる業務において、常に色々な

出版形態に出会い、番誌‘情報にふれていること

の影響は大きい。例えば、創刊時には、ＩSSN

番号（InternationalSerialStandardNumber）

をつける必要性と手続きを忘れないこと、投稿

原稿の構文上のチェック、前述の参考文献、

キーワードや略誌名の標準記載のチェックなど

綿集の技術的側而があげられる６１５．

Ｗｅｂ上で文献検索が一般的（ユーザーフレ

ンドリー）になるにつれ、ＭｅＳＨやシソーラ

スへの索引の機械化が進み、著者抄録の採用も

多くなるなど論文の基準化がさらに押し進めら

れる'1°これからも雑誌の出版に関わる図書館

貝の役割は大きいと考える。

(近畿病院図詐室協議会第１０４回研修会事例研究

報告会/2004.03.26.に発表した）
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